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江戸前の海が育む伝統の味

坂才丸の海苔は、市川市から船橋市地先の
三番瀬（さんぽんぜ）と呼ばれる干潟で養殖し
自社工場で加工いたしております。三番瀬の海

は、江戸時代初期から、御菜浦（将軍家に魚介
類を納める浦）として、漁業の盛んな場所であり
ました。現在も、多くの河川が流れ込む事から
東京湾の中でも特に栄養豊富で、良質な魚や

海苔を育んでくれるのです。

三番瀬こだわりの漁法・‥

美味しさの秘密は、その手間を惜しまない漁法
にもあります。海苔網の高さを固定し、潮の干満
によって、海苔が海水から出ている時間と海中に
沈む時間を設ける固定柵という漁法。海苔に環
境の変化を与えアミノ酸を増やし、甘味と旨味を
引き出すほうほうです。収穫出来るまでに、通常の
倍日数が必要な為、現在では、三番瀬でのみ残る

昔ながらの養殖方法です。

紅戸前線雷神

抜オ丸
千葉県船橋市宮本3－7－3

TELO47－4347788　FAXO47－437－7789

http：／／江戸前三番瀬海苔．com

lヨネナらではの食文化とは？
JAPANESEFOODJDENTITY

毎日の食卓から見直そう

古くから、日本人は優れた五感を持つ民族でした。

中でも味覚はとても多彩。旨み「〕MAMlJ成分を兄いだし

たのは、日本人であり世界共通語にも成っているようでも

日本ならではの食文化とは、鮮度にこだわり、素材本来

の旨みを楽しんだり、味・香り・食感の繊細な調和や、

風土や季節の恵みを慈しむ事にあるのでは無いでしょうか7

江戸前とは江戸の海で捕れた魚介類を指すと同時に、

新鮮さを表す代名詞でもありました。豊富な魚介類に

恵まれた江戸の食文化は、和食の原点。欧米文化や

インスタント食品に慣れ親しんだ、次世代の日本人にも

受け継いでいきたいものです。

アサク射り（絶滅危惧種）

絶滅の危機に瀕している野生動植物の名前を掲載し、

その危機の現状を訴え、生息地などの保護、保全活動

に結びつけようという目的で出版される、レッドデータ

ブック。日本版が作成された1990年代初頭には、すでに

アサクサノリがどこに自生しているのか、藻類学者でも分

からないほどでした。

http：／／www．janrdb．com　レッドデータ検索システム



知
っ
て
ま
す
か
？
浅
草
海
苔
の
起
源

い
わ
ゆ
る
江
戸
前
海
苔
が
、
浅
草
海
苔
と
呼
ば
れ
る

様
に
な
っ
た
の
に
は
、
幾
つ
か
の
説
が
あ
り
ま
す
。

「
そ
の
昔
、
浅
草
橋
周
辺
で
海
苔
を
採
っ
て
い
た
。
」

こ
れ
は
、
戦
国
時
代
ま
で
の
お
話
。
と
い
う
の
も

家
康
公
は
幕
府
を
江
戸
に
開
く
と
同
時
に
、

湾
を
埋
め
立
て
、
浅
草
お
よ
び
江
戸
周
辺
の

町
造
り
を
進
め
た
の
で
、
『
浅
草
海
苔
』
が

江
戸
名
物
と
し
て
広
く
知
れ
渡
る
頃
に
は
、

海
岸
線
は
遠
く
離
れ
、
浅
草
で
の
海
苔
採
り
は

不
可
能
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

「
浅
草
で
海
苔
を
漉
い
て
い
た
。
ま
た
、
そ
の
手
法
が

浅
草
紙
の
漉
き
方
を
手
本
に
し
て
い
た
。
」

浅
草
和
紙
の
製
法
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
生
海
苔

を
刻
み
、
漉
い
て
干
す
乾
海
苔
が
誕
生
し
ま
し
た
。

r
浅
草
の
り
　
仕
上
げ
よ
ろ
し
く

き
よ
ら
か
に
し
て
　
名
物
な
り
」

と
は
、
宝
暦
年
闇
に
出
た
「
日
本
山
海
名
物
図
鑑
し

の
石
で
す
。

仕
上
げ
の
美
し
さ
も
ま
た
、
浅
草
海
苔
の
重
要
な

特
徴
で
あ
っ
た
た
め
、
熟
練
の
漉
き
手
が
残
る
浅
草

ま
で
、
生
の
ま
ま
、
海
苔
を
運
ん
で
漉
い
て
い
た
事
が

あ
っ
た
の
で
す
。

そ
の
後
、
生
産
地
が
、
大
森
村
、
品
川
浦
に
移
っ
て

か
ら
も
、
将
軍
家
に
感
用
海
苔
』
と
し
て
上
納
さ
れ

江
戸
名
物
、
浅
草
海
苔
と
し
て
広
く
知
れ
渡
り
ま
し

た
。こ

う
し
て
、
産
地
が
点
々
と
移
動
し
た
に
も
関
わ

ら
ず
、
三
百
年
に
渡
り
、
江
戸
前
海
苔
は
浅
草
海
苔

と
呼
ば
れ
続
け
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
観
音
参
り
で
賑
わ
う
浅
草
が
、
市
と
し

て
、
ま
た
、
江
戸
っ
子
の
気
風
に
溢
れ
た
観
光
地
と

し
て
、
日
本
全
国
の
人
々
を
引
き
つ
け
、
そ
こ
で
、

土
産
物
と
し
て
求
め
ら
れ
た
浅
草
海
苔
を
全
国
に

広
め
た
功
績
に
は
か
な
ら
な
い
の
で
篭

あ
さ
く
さ
海
苔
と
の
出
会
い

明
治
四
十
年
海
藻
学
者
の
岡
本
金
太
郎
が
、

そ
の
当
時
江
戸
前
で
多
く
採
取
さ
れ
る
海
苔
に
対
し

和
名
を
付
け
た
。

そ
れ
が
「
ア
サ
ク
サ
ノ
リ
」
で
あ
る
。

原
始
紅
藻
類
、
ウ
シ
ケ
ノ
リ
科
、
ア
マ
ノ
リ
属

学
名
を
「
ポ
ル
フ
ィ
ラ
テ
ネ
ラ
」
と
言
う
。

人
の
手
で
漉
き
、
天
日
で
乾
か
し
て
い
た
海
苔
は

よ
く
晴
れ
た
日
に
、
吉
敷
千
枚
が
限
喝
し
か
し

戦
後
、
栽
培
技
術
が
進
歩
し
、
製
造
工
程
が
機
械
化

す
る
と
、
苗
に
数
万
枚
の
製
造
が
可
能
に
な
る
。

そ
こ
で
、
r
ア
サ
ク
サ
ノ
リ
」
よ
り
も
成
長
が
早
く

育
て
や
す
い
、
「
ナ
ラ
ウ
ス
サ
ビ
ノ
リ
」
が
、
選
抜

育
種
さ
れ
現
在
、
日
本
の
養
殖
海
苔
の
九
十
九

パ
ー
セ
ン
ト
以
上
が
こ
の
品
種
で
あ
る
。

「
ア
サ
ク
サ
ノ
リ
」
は
改
良
品
種
と
比
べ
、
生
産
量

が
少
な
く
、
環
境
へ
の
適
性
に
も
乏
し
い
た
め
、

養
殖
さ
れ
る
事
は
無
い
に
等
し
い
。
そ
し
て
現
在

で
は
絶
滅
危
憤
種
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
も
は
や
伝
説
と
な
っ
た

r
ア
サ
ク
サ
ノ
リ
し
だ
け
が
持
ち
得
る
、
強
い
旨
味
、

と
ろ
け
る
よ
う
な
食
感
と
、
い
つ
ま
で
も
ロ
の
中
に

残
る
甘
味
を
追
い
求
め
、
坂
才
丸
で
は
、
当
時
の

遺
伝
子
を
受
け
継
い
だ
、
純
粋
な
ア
サ
ク
サ
ノ
リ
の

種
を
入
手
。
数
年
に
渉
る
試
行
を
重
ね
、
つ
い
に

納
得
で
き
る
「
あ
さ
く
さ
海
苔
」
と
し
て
商
品
化
に

成
功
い
た
し
ま
し
た
。

国
内
で
も
コ
一
の
優
良
海
苔
生
産
地
と
し
て
、

高
い
評
価
を
得
て
い
る
、
千
葉
県
に
お
い
て
、

r
第
二
十
八
回
農
林
水
産
大
臣
芦
を
受
賞
し
た

確
か
な
実
績
が
、
自
信
を
持
っ
て
お
勧
め
し
た
い

本
場
江
戸
前
『
あ
さ
く
さ
海
苔
』

是
非
、
古
き
良
き
江
戸
前
の
文
化
と
歴
史
に
、

思
い
を
馳
せ
つ
つ
御
賞
味
下
さ
い
ま
せ
。

江
戸
前
三
番
瀬
海
苔
師
　
坂
才
丸


